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1933年 3月 9日に合併し，R.G.ダン.ブラッドストリート社となった．その後 1939年に
















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































全国の市町村数は昭和 25年の 10,414 (国勢調査時の市町村数．東京都特別区部は 1市と
して計算．から，合併が一段落した昭和 35年には 3,511に減少した．その結果，1市町




























51年 1月に，日本工業規格（JIS）にコード「JIS C 6304」として制定され，その後，昭
和 62年３月１日に，「JIS X 0410」へ移行された．さらに，平成 13年 6月の測量法の改
正により，緯度・経度の測定は，従来の日本測地系に代えて世界測地系に従って行わなけ
ればならないこととなった．この測量法の改正に伴い，「JIS X 0410」についても平成 14












分の 1又は 8分の 1に等分した区画である．統合地域メッシュは，基準地域メッシュの辺







































































図 29 提案手法による 2011年と 2012年のビジュアライゼーション







図 30 提案手法による 2013年と 2014年のビジュアライゼーション
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図 31 提案手法による 2015年と 2016年のビジュアライゼーション
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図 32 宮城県の変化





















































































コンピュータ　：MacBook Pro, Intel Core i7 3.5GHz, メモリ 32GB, グラフィックス
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